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経て生じるゆっくりとした強い収縮 (C相〉が観察された。 A相・ C相





































































ンなど〉は、チオール (SH) /ジスルブィド (SS)交換反応によっ
て多くの酵素や受容体を活性化させたり不活性化させたりする。近年、
代謝調節や細胞内情報伝達におけるこのようなSH/SS交換反応の生
理的役割が注目され、これら化合物の第三メッセンジャー説が提唱され
るに至っている。また、生成物であるオキサリルチオールエステルも代
謝エフヱクターで、抗インスリン作用を示す。さらに、システアミン自
身の、神経伝達物質やホルモンの減少作用・脊髄でのグリシンの取り込
みの抑制作用・抗インスリン作用など多岐にわたる作用も知られている。
さて、 Dーアミノ酸オキシダーゼ活性とチアゾリジン-2-カルボン酪
オキシダーゼ活性の分布は一致していた。さらに、これら両活性は同一
酵素によることが示された。 D-アミノ酸オキシダーゼは中枢神経系に
おいては下位脳幹・小脳・脊髄の星状グリア細胞(ベルクマングリア細
胞を含む〉に限局していた。電子顕微鏡による観察から、特にシナプス
を取り囲むグリア細胞の突起に強い活性が見いだされた。さらに、 Dー
アミノ酸オキシダーゼ活性が認められない終脳や間脳にDーアスパラギ
ン酸オキシダーゼ活性が存在し、これら二つのオキシダーゼが脳内で相
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補的に分布していて、よく似た機能を部位的に分担している可能性が考
えられる。一方、血管平滑筋細胞や膜結合型ホスホリバーゼA2 を用い
たシステアミンなど各種SH基含有化合物の薬理的・生理的作用の研究
から、これら化合物の直接的作用も明らかにした。したがって、ベルオ
キシソーム中のフラビン酵素は代謝エブヱクターであるグルタチオンや
システアミンなど各種SH基含有化合物やオキサリルチオールエステル
の代謝・生成に関与し、代謝調節や細胞応答に寄与しているという可能
性が考えられる。特にシナプスの周囲のグリア細胞の突起にDーアミノ
酸オキシダーゼの活性が強いことは示唆的である。
今後、ベルオキシソ}ム中に存在するフラビン依存性オキシダーゼの
生理的役割を、 SH基含有化合物やオキサリルチオールエステルの生理
作用と関連づけて総合的に研究することによって、上の仮説およびグル
タチオンやシステアミンの第三メッセンジャー説を検証することは重要
であると考える。最後に、文部省科学研究費補助金の交付に対し深く感
謝致します。
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